
宗 MUNAKATA 

年
末
・
年
始
は
大
晦
日
よ
り
元
旦
に
か
け
て
雨
模
様
と
の
週
間
予

報
に
、
年
明
け
の
天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
杞
愛
に
終
わ
り
、
初
日
と

々
共
に
平
成
十
八
年
を
迎
え
、
絶
好
の
日
和
に
恵
ま
れ
て
、
三
ヶ
日
は

人の
近
年
に
な
い
大
勢
の
参
拝
者
で
境
内
は
人
波
に
溢
れ
た
。

詣三
昨
年
の
師
走
は
観
測
史
上
初
め
て
の
長
期
間
に
及
ぶ
寒
気
に
見
舞

詣む
わ
れ
、
蔽
雪
被
害
等
も
報
道
さ
れ
る
中
、
当
地
方
も
例
年
に
な
い
寒

初へ
い
日
が
続
き
迎
春
準
備
も
大
変
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
も

進殿本
拘
ら
ず
二
十
九
日
に
は
地
元
田
島
地
区
の
氏
子
総
代
・
協
力
会
の
方
々

獅リ
の
御
奉
仕
に
よ
り
各
所
の
装
い
も
整
え
ら
れ
、
大
晦
日
に
は
年
越
し

ぐ区
の
大
祓
式
・
除
夜
祭
を
斎
行
、
平
成
十
七
年
も
恙
無
く
幕
を
閉
じ
た
。

御
行
く
年
に
別
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
な
暫
し
の
静
寂
も
、
午
後
＋

ロ

--•-

合日
-
-

元

日 旦

2
3万
人

2
1万
人

1
8万
人

計
6
2
万
人

三
ヶ
日
で
6
2万
人
が
参
拝
＼

成
十
拿
正
月
総
括
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宗

2月祭事暦
つきなみ

〇毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～

高宮祭

第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社

月命日祭(I 日）

蓬拝(15 日）

午前1 1 時～

総社祭

浦安鐸毒奏(I 日）

豊栄舞畢奏(15 日）

03日午前10時

節分祭

於＝祈願殿

※祭典後豆打ち式

011 日午前11 時

建国祭

今
年
は
丙
戌
の
歳
。
十
二
支
の
中
で

は
最
も
我
々
人
間
と
親
し
ん
で
来
た
動

物
で
あ
る
。
そ
の
付
き
合
い
は
、
約
一
万

年
前
に
遡
る
今
日
の
犬
の
原
種
が
狼
な

ど
か
ら
完
全
に
分
化
し
た
時
点
か
ら
だ

そ
う
で
あ
る
。

そ
の
当
時
の
追
跡
に
は
、
人
と
犬
と

の
生
活
の
営
み
が
目
に
浮
か
ぶ
様
に
刻

ま
れ
、
専
門
家
の
間
で
も
大
変
興
味
深

い
研
究
対
象
だ
と
聴
く
。

他
の
家
畜
よ
り
深
い
関
係
の
犬
は
、

人
に
よ
く
慣
れ
忠
誠
心
が
強
く
、
こ
れ

迄
私
達
人
間
を
外
敵
か
ら
守
っ
て
き
て

く
れ
た
友
と
も
言
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。

昨
年
末
、
北
九
州
市
の
ロ
ボ
ッ
ト
開

発
企
業
・
テ
ム
ザ
ッ
ク
社
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
・

キ
ヨ
モ
リ
の
完
成
奉
告
を
兼
ね
当
大
社

に
参
拝
さ
れ
た
。

今
後
、
人
形
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
は
大

い
に
進
み
、
や
が
て
社
会
の
中
に
融
け

込
む
と
い
う
。
そ
れ
も
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

の
戦
闘
ロ
ボ
な
ど
で
は
無
く
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
介
護
用
と
し
て
の
未

来
だ
そ
う
だ
。

こ
れ
は
、
や
が
て
介
護
か
ら
人
が
解

放
さ
れ
て
ゆ
く
と
共
に
、
雇
用
を
奪
う

危
険
性
を
も
は
ら
ん
で
い
る
。

人
と
犬
が
長
年
に
亘
り
築
い
て
来
た

関
係
を
ロ
ボ
ッ
ト
と
も
築
け
る
か
ど
う

か
、
新
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
私
達

は
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
D
.
S
)
神具・装束
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ま
た
当
大
社
へ

の
県
道
も
参
拝

車
輌
で
身
動
き

の
取
れ
な
い
状

態
と
な
り
大
渋

時
を
過
ぎ
る
と
永
年
の
重
苦
し
い
雰
囲
一

気
を
脱
却
し
仄
か
な
光
明
を
感
じ
つ
つ
一

も
、
今
年
こ
そ
確
か
な
運
気
隆
昌
の
感
一

触
を
と
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
人
々
一

が
三
々
五
々
参
集
。

同
十
一
時
前
に

は
祈
願
殿
前
の

大
駐
車
場
は
も

と
よ
り
第
ニ
・

第
三
駐
車
場
も

全
て
満
車
と
な

っ
た
。
閉
ざ
さ

れ
た
神
門
前
で

は
二
基
の
諦
火

が
紅
蓮
の
炎
を

揺
ら
め
か
せ
、

漆
黒
の
浄
闇
を

紅
く
染
め
る
中
、

輝
け
る
新
年
の

到
来
を
今
や
遅

し
と
待
ち
わ
び

る
参
拝
者
が
、

心
字
池
に
懸
か

る
太
鼓
橋
を
越

え
長
蛇
の
列
を

な
し
た
。

滞
と
な
っ
た
。
一
前
は
参
拝
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

平
成
十
八
年
元
旦
午
前
零
時
、
新
春
一
本
年
一
年
も
幸
多
き
年
に
と
び
た
す

の
到
来
を
告
げ
る
太
鼓
の
轟
き
と
共
に
一
ら
手
を
合
わ
せ
祈
る
老
若
男
女
の
姿
は
、

開
門
、
一
瞬
に
し
て
宗
像
大
神
の
御
神
一
い
つ
も
の
年
と
比
べ
る
と
何
と
な
く
活

気
に
瀕
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
拍
手
の

音
が
止
む
間
も
な
く

嗚
り
響
い
た
。

神
札
・
御
守
や
、

破
魔
矢
•
福
迎
え
等

の
縁
起
守
を
授
与
す

る
各
授
与
所
、
福
み

く
じ
授
与
所
、
地
元

総
代
・
協
力
会
の
皆

様
方
に
御
奉
仕
頂
い

た
神
酒
授
与
所
に
も
、

次
か
ら
次
へ
と
参
拝

者
が
押
し
寄
せ
、
例

年
に
も
増
す
賑
わ
い

で
あ
っ
た
。

更
に
宗
像
大
神
降

臨
の
地
と
伝
え
ら
れ

る
高
宮
祭
場
へ
の
参

拝
道
に
竹
燈
を
灯
し
、

こ
案
内
を
さ
せ
て
頂

い
た
が
殊
の
ほ
か
多

く
の
方
が
参
拝
さ
れ
、

荘
厳
な
神
域
の
雰
囲

気
に
感
銘
を
受
け
た

よ
う
で
、
年
の
始
ま

り
に
気
持
ち
も
新
た
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に
さ
れ
た
様
子

が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
ま
た
f
J

家
庭
で
或
い
は

車
輌
に
お
祀
り

さ
れ
、
一
年
間

御
守
護
頂
い
た

古
い
神
札
や
御

守
を
納
め
る
古

札
授
与
所
で
は
、

巫
女
が
丁
寧
に

受
け
取
る
姿
に
、

改
め
て
神
札
、

御
守
の
意
義
と

大
切
さ
を
実
感

し
た
よ
う
で
あ

っ
た
。

一
方
新
年
の

祈
願
祭
も
迎
春

と
同
時
に
斎
行

さ
れ
、
本
殿
で

は
恒
例
に
よ
り

九
州
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長
石

原
進
氏
以
下
幹

部
社
員
五
十
名

参
列
の
も
と
新
年
一
番
祈
願
祭
を
斎
行
、
~
を
、
祈
願
殿
で
は
本
年
一
年
の
交
通
安

交
通
安
全
、
業
務
安
全
・
繁
栄
、
海
上
ー
全
を
願
う
人
々
の
祈
願
祭
が
執
り
行
わ

安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。
ま
た
儀
式
殿
で
一
れ
、
祈
願
者
へ
大
神
様
の
御
神
臨
を
賜

は
家
内
安
全
、
無
病
息
災
、
商
売
繁
盛
ー
る
べ
く
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

新
年
を
寿
ぐ
祭
典
は
、

四
海
を
照
ら
す
初
日

を
浴
び
な
が
ら
、
元

日
午
前
七
時
総
社
地

主
祭
、
同
九
時
歳
日
一

祭
を
斎
行
。
皇
室
の

御
安
泰
、
国
家
の
平

穏
と
隆
昌
、
氏
子
崇

敬
者
・
国
民
を
守
護

し
給
い
更
な
る
幸
福

と
繁
栄
を
祈
念
し
た
。

二
日
に
は
新
年
祭
を
、

三
日
に
は
元
始
祭
を

斎
行
。
三
日
間
の
祭

典
に
於
い
て
今
年
一

年
が
年
明
け
同
様
、

素
晴
ら
し
い
年
と
な

る
よ
う
御
加
護
を
願

い
奉
仕
し
た
。

昨
年
の
元
日
は
午

前
三
時
過
ぎ
か
ら
午

前
中
に
掛
け
て
や
や

落
ち
着
き
見
せ
た
が
、

本
年
は
終
日
参
拝
者

の
波
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
続
き
、
二
日

未
明
に
亘
る
ま
で
社

一
頭
は
大
変
混
雑
し
た
。
二
日
、
三
日
も

一
家
族
連
れ
や
友
人
達
を
主
と
す
る
大
勢

ー
の
方
々
に
こ
参
拝
頂
き
、
四
日
以
降
は

ー
仕
事
始
め
に
伴
い
、
会
社
や
各
種
団
体
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の
参
拝
が
続
い
た
。
八
日
、
九
日
の
連
一

休
に
は
成
人
を
迎
え
た
若
人
が
晴
れ
着
一

姿
で
参
拝
、
彩
を
添
え
境
内
も
一
層
華
一

や
い
だ
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
一

三
ヶ
日
合
計
で
六
十
二
万
人
、
参
拝
一

車
輌
十
五
万
四
千
台
と
い
う
過
去
最
高
一

の
初
詣
参
拝
者
を
数
え
た
本
年
、
大
き
一

な
障
害
や
事
故
な
く
皆
様
方
に
こ
参
詣
一

頂
け
た
の
も
、
雑
踏
警
備
に
、
参
拝
車
一

輌
誘
導
に
と
御
配
慮
、
御
尽
力
頂
い
た
一

宗
像
警
察
署
、
並
び
に
宗
像
市
消
防
団
一

団
長
以
下
幹
部
役
員
と
、
地
元
第
十
一
ー

分
団
役
員
の
皆
様
方
、
更
に
は
、
年
末
・
一

年
始
に
か
ら
十
日
ま
で
の
長
期
間
御
奉
一

仕
頂
い
た
地
元
総
代
・
協
力
会
を
始
め
一

関
係
各
位
の
皆
様
方
の
御
支
援
、
御
協
一

カ
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一

献
米
奉
告
祭
斎
行

正
月
の
賑
わ
い
も
落
ち
着
き
を
見
せ
~

始
め
た
一
月
十
三
日
、
小
雨
の
中
宗
像
・
一

福
津
両
市
内
の
氏
子
総
代
多
数
が
参
列
―
で
あこ‘

It )¥ | I t '1-·' 嘉猛繋
神島宮司（左）と氏子奉幣使を御奉仕された前田誠氏 僑： ＊寿差

・は告
＋勤氏 大宗無装潔ら奉子氏厳 で氏祈息年感え新皆福、祭
年め子祭役像事し斎当仕奉g子寺祭あ子る災の謝し穀様津当が
以い会典を大にてを大さ幣合会の典そ会祭‘五す‘を力‘両大斎
上た役終見神氏祭し社れ使しを前で 員典一穀る昨御ら市社行
----だ員了翌腐子典‘にた←代田は 総で年豊と年神寄ののさ
のいを後果前奉に斎斎゜と表誠宗 出宗の穣共の前せ‘氏れ
表た永にさで幣臨服泊前しし氏像 の像平‘に収にら氏子な
彰方年はれ奏詞まを精日て--,が市 神大穏無‘穫御れ子区
式＾お‘た上をれ着進か御氏‘陵 事社を病今を供たの域
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神職の差し出す「祓物」を切り裂き、息吹を吹きかける参列者
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のしで年
参い除越大
拝気夜し晦
者持祭の日
でちが大午
賑で斎祓後
ゎ迎行神三
っえさ事時
t~よれがよ
う‘‘り
と新続‘
い年い神
うをて門
多清本前
＜々殿で

------------------------

ー作い十
年をる二大
の祈が月祓
罪る‘三式
．七人＋は
檄月身一‘

年の瀬も押し迫った大晦日にもかかわらず多くの参拝者が参列されました ををの日七
ーり殿 織て息い人続ーけがた迎 んの二え持祓一健の月
年行で引を切吹‘ーい大:t5‘ 続境え定で大月よちい夏康年三

門仁悶：門§棗譴猛 □息：麿ヽ刻苫覧竺；盃：： ；肩肩：
た‘祭き清、き物在—列を宮詰参が新 一年い年し祓物わと
宗今が‘め罪かーので者奏司め拝整年 と越うをい式のれこ
像年執本た・けに祓各上が掛者つを 呼し＋迎気一豊ての

0 、、

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ｷ 
帽‘．＿崎一L-晶•• 神七迎崇家大

門年え敬の神
はのら者繁の
閉諸れの栄御
じ祭る皆‘加
ら儀こ様世護
虐はと方界に
。全をがの感
て祈清恒謝
滞念々久し
りしし平‘
無‘く和皇
く平新‘室
終成年氏・
了＋を子国

ヽ

年
越
℃
の
大
祓
神
事
・
除
夜
祭

と憫日 清き かさ島が

塁も＄尚々し"==嘉悩れ覇g
をて日こ、＜が式福参よれ
御御供奉過行後を列り‘
祈供祭納こ、わに受し感下
念えをいせれはけた謝記
致しはたる t5 氏状の
し‘じだ文両闘 子と四
互眉腐姜‘嬰門塁 扁馨喜
り方祭献後い 志品方

1 I、.:-―Ill 文塁腐はと茎篇 畠冒甘
宗
像
大
社
氏
子
会

永
年
勁
続
者
表
彰

安
部
照
生
（
宗
像
市
河
東
）

村
田
政
夫
(
f
l
鐘
崎
）

石
橋
悟
(
f
l
鐘
崎
）

丸
井
定
(
f
l
大
島
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

平
成
十
八
年
献
米
奉
告
祭

氏
子
奉
幣
使

前
田
誠
（
宗
像
市
陵
厳
寺
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師
走
に
入
り
日
本
列
島
は
大
寒
波
に
―

見
舞
わ
れ
、
正
月
を
前
に
し
て
大
島
の
一

漁
業
者
も
出
漁
で
き
な
い
日
々
が
続
き
一

心
配
さ
れ
た
。
し
か
し
年
末
に
は
穏
や
一

か
と
な
り
、
大
晦
日
か
ら
新
年
も
晴
天
一

に
恵
ま
れ
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
中
一

津
宮
の
神
門
前
に
は
開
門
を
待
つ
人
々
一 の

列
が
並
ん
だ
。
―

午
前
零
時
、
浄
暗
の
中
に
庭
燎
の
赤
~

い
炎
が
掘
ら
め
く
境
内
に
太
鼓
の
音
が
一

響
き
、
翼
賛
会
員
の
奉
仕
に
よ
り
定
刻
~

に
開
門
。
村
内
氏
子
を
始
め
正
月
を
故
一

郷
で
過
こ
そ
う
と
里
帰
り
し
た
人
々
が
一

先
を
競
い
神
前
へ
進
み
、
敬
虔
な
祈
り
一

が
捧
げ
ら
れ
た
。
一

神
前
に
は
大
島
一

内
外
の
漁
家
・
農
一

家
よ
り
の
巨
大
な
一

鰤
含
伶
篇
象
・
一

野
の
幸
が
供
え
ら
~

れ
た
0

[
び
宗
像
農
業
協
同
組
合
大
島
支
所
よ
り
特

社
頭
で
は
正
月
｛
別
協
貿
を
賜
り
授
与
所
前
は
長
蛇
の
列
と

縁
起
物
の
破
魔
矢
、
ー
な
り
、
二
時
間
程
度
で
ほ
ぼ
完
売
し
た
。

一
刀
彫
な
ど
が
授
ー
ま
た
境
内
で
は
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会

与
さ
れ
る
と
共
に
、
一
の
こ
奉
仕
と
巻
網
船
団
の
宮
地
丸
組
、

毎
年
恒
例
の
「
新
一
春
日
丸
組
、
沖
栄
水
産
の
鰤
、
及
び
地

春
福
み
く
じ
」
が
一
元
の
遠
藤
利
男
様
か
ら
の
野
菜
提
供
に

沖
・
中
両
宮
翼
賀
ー
よ
り
「
開
連
大
鰤
鍋
」
が
本
年
も
催

会
会
員
の
奉
仕
に
一
さ
れ
約
三
百
食
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

よ
り
授
与
さ
れ
た
。
一
初
日
の
出
が
昇
る
頃
の
海
上
は
朝
凪

「
福
み
く
じ
」
で
ー
で
、
玄
界
灘
の
彼
方
に
観
え
る
四
塚
峰

は
宗
像
市
の
（
株
）
ー
よ
り
静
か
に
黎
明
の
時
を
迎
え
、
輝
く

し
ろ
や
よ

城
山
家
具
（
社
長
ー
初
日
で
境
内
が
明
け
初
め
た
定
刻
午
前

寺
田
修
）
及
一
七
時
に
歳
旦
祭
を
斎
行
。
沖
・
中
奉
貿

平
成
十
八
年

筑
前
大
島
中
津
宮
の
正
月

会
員
を
始
め
島
民
が
参
列
す
る
中
、
本
~

年
の
国
家
・
皇
室
の
弥
栄
と
島
民
・
国
一

民
の
幸
福
が
祈
念
さ
れ
た
。
一

翌
二
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
恒
例
の
一

成
人
式
は
昨
年
の
宗
像
市
と
大
島
村
の
一

合
併
に
伴
い
、
宗
像
市
に
よ
る
大
島
で
一

の
成
人
式
は
出
来
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
一

正
月
に
合
わ
せ
て
帰
郷
し
た
島
内
出
身
一

の
新
成
人
の
為
に
区
長
会
、
父
兄
等
の
一

尽
力
に
よ
り
本
年
も
中
津
宮
で
の
成
人
一

祭
が
行
わ
れ
、
十
九
名
の
若
者
が
久
し
一

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
懐
か
し
さ
と
笑
顔
一

で
活
気
溢
れ
る
中
、
無
事
祭
典
を
終
了
一

し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
一
二
十
三
オ
・
四
一

十
一
オ
・
四
十
四
才
各
々
の
厄
除
・
厄

晴
の
同
年
仲
間
祈
願
祭
も
執
り
行
わ
れ

多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

三
日
に
は
元
始
祭
並
び
に
宗
像
漁
協

大
島
支
所
願
主
の
大
漁
祈
願
祭
が
斎
行

さ
れ
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
漁
業
関

係
者
が
参
集
し
里
室
の
弥
栄
と
海
上
安

全
・
大
漁
満
足
が
祈
念
さ
れ
た
。
終
了

後
に
は
社
務
所
に
て
直
会
が
行
わ
れ
今

年
の
豊
漁
に
期
待
し
な
が
ら
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。
か
く
し
て
新
年
の
各
祭

典
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
が
ら
沢
山
の
島

民
の
こ
協
力
に
よ
り
無
事
終
え
る
こ
と

が
出
来
た
。
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福津市の福間浜
昨
年
十
二
月
に
珍
ら
し
く
二
度
も
雪
ー
地
方
で
は
四
米
近
い
雪
が
積
も
っ
た
。
一
寒
波
の
影
響
だ
ろ
う
か
、
玄
界
灘
沿
岸

が
降
っ
た
。
日
本
列
島
は
寒
さ
と
雪
に
｛
連
日
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
大
雪
の
ニ
ー
は
ウ
ス
バ
ハ
ギ
（
皮
剥
）
が
大
量
に

震
え
あ
が
っ
た
。
東
北
、
北
陸
、
山
陰
ー
ユ
ー
ス
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
ん
な
大
一
漂
着
し
、
海
岸
は
ウ
ス
バ
ハ
ギ
拾
い
で

一
賑
わ
っ
た
。
ウ
ス
バ
ハ
ギ
は
カ
ワ
ハ
ギ

ー
の
中
で
は
大
き
く
、
四
O
S
五
0
セ
ン

ー
チ
ほ
ど
あ
る
。
白
身
で
刺
身
、
鍋
物
、

一
干
物
に
し
て
も
旨
い
。

（続）

200 

い
し
い

戎惇ぎ亨； ；§ゑーなr 名＇ぢ 3 克音尼蓉存 r·:
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た
だ
し

｀下

ー
福
間
浜
で
拾
っ
て
い
る
人
を
見
て
い
ー
に
出
土
し
た
古
墳
の
姿
を
見
て
お
け
ば

一
た
ら
「
や
る
よ
」
と
言
っ
て
大
き
な
ー
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

ー
も
の
二
匹
を
も
ら
っ
た
。
夜
は
刺
身
と
一
津
屋
崎
小
学
校
の
「
在
自
唐
坊
跡
展

ー
鍋
物
に
な
っ
て
い
た
。
一
示
館
」
は
以
前
に
も
紹
介
し
た
が
、
唐

ー
さ
て
昨
年
九
月
十
七
日
、
快
晴
に
恵
ー
坊
と
は
唐
、
中
国
、
坊
は
居
住
地
の
意

一
ま
れ
て
、
古
賀
市
の
自
然
史
・
歴
史
講
一
で
あ
り
、
平
た
く
言
え
ば
チ
ャ
イ
ナ
タ

一
座
の
メ
ン
バ
ー
四
十
名
は
、
西
鉄
津
屋
ー
ウ
ン
が
あ
っ
た
。
展
示
館
に
も
展
示
し

一
崎
駅
に
集
合
し
、
津
屋
崎
小
学
校
「
在
ー
て
あ
っ
た
が
、
十
二
、
三
世
紀
頃
の
青

ー
自
唐
坊
跡
展
示
館
」
を
見
学
。
金
比
羅
一
磁
や
白
磁
片
が
あ
る
。
な
か
に
は
器
の

一
神
社
で
は
船
絵
馬
を
見
て
、
星
ヶ
岡
団
一
底
部
に
「
網
」
と
読
め
る
字
も
残
っ

ー
地
を
抜
け
て
、
宮
地
嶽
神
社
へ
、
宮
地
ー
て
い
る
。
網
主
な
ど
組
織
を
示
す
字
と

一
嶽
古
墳
を
見
学
後
、
解
散
し
た
。
開
館
ー
さ
れ
る
。
在
自
唐
坊
跡
の
展
示
館
に
た

ー
す
る
九
州
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
る
一
っ
て
、
図
の
よ
う
な
風
景
を
描
い
て
み

一
国
宝
の
出
土
物
が
あ
る
の
で
、
そ
の
前
ー
た
。

量
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フ
ィ
ナ
ー
レ
の
手
を
し
な
や
か
に
ひ
ろ
げ
た
る
舞
姫
に
似
る
一
文
字
菊

（
評
）
宗
像
大
社
菊
花
展
の
詞
書
の
あ
る
一
首
。
三

0
0
鉢
の
菊
花
の
な
か
か
ら
こ
の
よ
う
な

菊
を
見
付
け
た
作
者
に
敬
服
。
丁
寧
な
叙
し
方
が
い
い
。

東
旭
ヶ
丘

屋
根
に
雪
積
み
し
列
車
が
遠
ざ
か
る
師
走
半
ば
の
海
沿
び
の
駅

（
評
）
結
句
は
原
作
の
「
ロ
ー
カ
ル
の
駅
」
を
直
し
た
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
景
が
具
体
化
し
、

読
む
側
が
容
易
に
作
者
と
一
体
化
し
共
に
追
体
験
出
来
る
の
で
は
。
寒
々
と
立
つ
作
者
の
姿
が

浮
ん
で
く
る
。 宗

像
市

天
野
鈴
子

宗
像
市
田
久

巻
桔
梗

握
力
の
弱
ま
り
し
手
に
出
刃
の
傷
あ
ま
た
付
き
た
る
俎
板
重
し

（
評
）
祖
母
か
ら
母
、
母
か
ら
作
者
へ
と
引
き
つ
が
れ
て
き
た
厨
事
を
守
る
主
婦
の
悲
し
み

と
、
加
齢
の
悲
し
み
が
二
重
写
し
さ
れ
た
一
首
。

久
々
の
出
漁
に
海
の
さ
ま
問
え
ば
ぼ
そ
り
と
応
ふ
「
の
た
」
が
強
し
と

（
評
）
「
の
た
」
は
風
の
無
い
日
の
大
波
の
こ
と
。
こ
の
一
首
に
も
不
漁
に
気
落
し
た
漁
夫
と

作
者
の
悲
し
み
の
姿
が
あ
る
。

佐
々
木
和
彦

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ル
に
人
等
の
入
り
ゆ
き
て
駅
か
ら
の
流
れ
ほ
そ
り
て
ゆ
け
り

（
評
）
博
多
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
を
少
し
過
ぎ
た
時
刻
か
、
或
は
地
方
の
中
都
市
の
ラ
ッ
シ
ュ

の
刻
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
こ
に
は
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
雰
囲
気
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。

蜘
蛛
の
子
が
サ
ラ
ダ
の
上
に
降
り
来
し
を
捕
へ
て
妻
は
語
り
か
け
た
り

（
評
）
小
さ
な
蜘
蛛
に
さ
へ
声
を
か
け
る
妻
、
そ
れ
を
見
守
る
夫
。
二
人
き
り
な
が
ら
互
い
に

い
た
わ
り
合
っ
て
生
き
て
い
る
物
静
か
な
食
事
時
で
あ
る
。

福
津
市
若
木
台

野
間
精

福
津
市
在
自

宗
像
市
大
島

杉
田
證
子

宗
像
市
池
田

森
龍
子

第
五
一
＿
一
四
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

河
沿
び
に
冬
日
浴
び
を
り
昼
は
老
い
夜
は
若
者
の
も
の
と
し
ベ
ン
チ
が

病
院
の
予
約
時
間
を
気
に
し
つ
つ
降
り
や
ま
ぬ
雪
車
窓
に
眺
む

（
評
）
天
野
作
品
が
や
や
傍
観
的
な
詠
み
方
に
対
し
、
こ
れ
は
雪
に
那
い
南
国
に
住
む
作
者

の
い
ら
だ
ち
の
気
持
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。木

原
ふ
さ
子

四
っ
塚
は
茫
漠
と
し
て
影
あ
ら
ず
立
冬
け
さ
を
黄
砂
の
ふ
れ
り

宗
像
市
野
森
甲
子

い
づ
こ
よ
り
来
る
店
百
余
ま
き
餌
を
取
り
合
ふ
さ
ま
を
息
呑
み
て
見
る

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

山
茶
花
の
繁
み
に
残
る
昨
夜
の
雪
淡
陽
を
う
け
て
次
第
に
と
け
ゆ
く

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

魂
の
入
力
受
け
し
ロ
ボ
ッ
ト
が
二
礼
二
拍
手
し
義
経
演
ず

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

し
な
や
か
な
動
き
を
見
せ
て
歩
き
を
り
画
面
に
写
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
シ
モ

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

声
立
て
て
笑
ふ
事
あ
り
独
り
い
て
テ
レ
ビ
コ
ン
ト
に
す
く
わ
れ
て
お
り

福
津
市
央
池
浦
千
鶴
子

吹
き
溜
る
落
策
い
ろ
い
ろ
そ
の
ま
ま
に
暫
く
置
か
む
道
の
端
な
れ
ど

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

わ
が
祖
母
の
鬼
は
鳥
の
涸
場
色
夢
に
出
で
き
て
そ
の
髪
び
か
る

宗
像
市
光
岡

雪
降
り
て
車
の
ろ
の
ろ
人
走
る
小
供
よ
ろ
こ
び
犬
も
喜
ぶ

う
っ
す
ら
と
錆
の
吹
き
い
づ
正
月
の
鰤
切
る
と
研
ぎ
終
へ
た
る
出
刃
に

た
じ
か
ら
を

二
人
に
て
暮
ら
せ
ば
老
の
手
力
男
命
広
口
瓶
の
ジ
ャ
ム
の
蓋
開
け

選
者
詠

白
土
凌

中 田

宗
像
市
大
井

福
津
市
光
陽
台

香
月
照
子

宗
像
市
東
郷
田
中

補
人
の
一
路
明
る
し
松
の
内

宗
像
市
光
岡
佐
藤

初
時
雨
人
も
心
も
そ
わ
そ
わ
と

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

辻
売
り
の
口
上
ば
か
り
雪
催

編
L
後
国
旺
馴
~

を
受
け
入
れ
る
準
備
が
完
了
し
、
ほ
っ
と
し

な
が
ら
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
が
、
「
こ
れ
だ
け

準
備
し
て
、
本
当
に
来
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

か
？
．
」
で
す
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
直
前
の

感
じ
（
状
況
）
を
覚
え
て
お
ら
ず
、
あ
ま
り
に

も
今
記
の
少
な
い
静
か
過
ぎ
る
境
内
に
、
段
々

心
配
に
な
り
ま
し
た
▼
大
祓
式
・
除
夜
祭
後

一
旦
自
宅
に
戻
り
、
午
後
十
時
頃
出
社
し
て

も
、
駐
車
場
は
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
何
台
か
車

が
停
ま
っ
て
い
る
程
度
で
し
た
▼
と
こ
ろ

が
十
一
時
に
は
満
車
状
態
。
神
門
前
は
開
門

を
待
っ
方
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
日
中
の
心
配

な
ど
ど
こ
吹
く
風
。
開
門
一
0
分
前
か
ら
、
五

分
前
、
三
分
前
と
進
め
ら
れ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
に
身
震
い
す
る
ほ
ど
の
緊
張
感
を
味

わ
い
な
が
ら
、
午
前
零
時
開
門
▼
あ
と
は
授

与
所
も
ト
イ
レ
も
参
道
も
人
・
人
・
人
。
周
辺

道
路
は
パ
ン
ク
状
態
、
社
務
所
に
は
問
い
合

わ
せ
の
電
話
か
鳴
り
智
き
、
結
局
、
三
が
日
で

六
十
二
万
人
も
の
方
々
が
参
拝
さ
れ
ま
し

た
て
現
在
も
県
外
か
ら
の
方
、
ご
高
齢
の
方

な
ど
混
雑
を
避
け
よ
う
と
す
る
方
々
を
中

心
に
、
平
日
で
も
多
く
の
方
が
参
拝
さ
れ
て

い
ま
す
▼
周
辺
道
路
が
渋
滞
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
あ
れ
だ
け
多
く
の
方
々
が
押

し
寄
せ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
不
思
議
に

思
い
ま
し
た
し
、
そ
れ
以
上
に
う
ち
の
神
様

み
い
つ
ご
し
ん
と
く
み
た
翠

3ふ
ゅ

の
御
稜
威
御
神
徳
、
恩
頼
要
す
る
に
御
利
益
、

パ
ワ
ー
と
、
そ
れ
を
求
め
る
人
々
の
多
さ
を

ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
る
正
月
で
し
た
(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
九
）糾i 憲
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